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大地震：被害が桁違いに大きい
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阪神・淡路大震災

東日本大震災

伊勢湾台風

福井地震

三河地震
枕崎台風

死者数



阪神・淡路大震災の「失敗」

1. 「大地震は起きない」という思
い込み

2. 「地方分権型」災害対応の限界
3. 「支援」を活用するマネジメン
トの不在



避難行動のポイント

•地震発生時はその場で身を守る。シェイクアウ
ト。
•周囲が安全ならばその場で安全確保。無理に
移動しない。
•避難が必要な場合は、落ち着いて避難する。
•避難場所とその経路を確認する。
•障害がある人へは周囲からの支援が必要。



阪神・淡路大震災 怪我の原因

住宅倒壊
3%

家具転倒
47%

ガラス
29%

その他
18%

不明
3%

家具転倒・ガラスによる負傷が圧倒的に多い



「地方分権型」災害対応の課題

市町村

都道府県

国

財源・制度

財源・制度

避難所
食料・物資情報



災害の規模に応じた災害対応体制
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地域の力が命を救った

⾃⼒で脱出
35%

家族
32%

友⼈・隣⼈
28%

通⾏⼈
2%

救助隊
2%

その他
1%

• 地震とともに51件の火災
が発生。地震当日に100件
に拡大。

• 市内は断水。消火できず。
川・貯水槽の水を利用。

• 消防は消火を優先。全国か
ら消防の支援があったもの
の、連携はうまくいかず。

• 救出者数
– 消防 604人
– 消防団862人

（＊うち生存者755人
）

倒壊家屋からの救助状況

（日本火災学会「1995年兵庫県南部地震におけ
る火災に関する調査報告書」1996年より）



（出所）兵庫県のデータより作成

避難所をめぐる課題

850

900

950

1000

1050

1100

1150

1200

0

50000

100000

150000

200000

250000

300000

350000

1⽉
19
⽇

1⽉
20
⽇

1⽉
21
⽇

1⽉
22
⽇

1⽉
23
⽇

1⽉
24
⽇

1⽉
25
⽇

1⽉
26
⽇

1⽉
27
⽇

1⽉
28
⽇

1⽉
29
⽇

1⽉
30
⽇

1⽉
31
⽇

2⽉
1⽇

2⽉
2⽇

2⽉
3⽇

2⽉
4⽇

2⽉
5⽇

2⽉
6⽇

2⽉
7⽇

2⽉
8⽇

2⽉
9⽇

2⽉
10
⽇

2⽉
11
⽇

2⽉
12
⽇

2⽉
13
⽇

2⽉
14
⽇

2⽉
15
⽇

2⽉
16
⽇

2⽉
17
⽇

避難者数 避難所数

（⼈） （カ所）



「復興」には時間がかかる

避難生活 仮設住宅 復興住宅

直後〜1年 6ヶ月〜５年

２年〜



「災害発生後」への備えがなかった

災害発⽣前

防災

災害発⽣後

減災復興

• 災害による被害を防ぐ（防災）
• 災害発生後の被害を防ぐ（減災復興）



災害支援のシステム化（専門業務）

• 緊急消防援助隊（消防）
• 広域緊急援助隊（警察）
• DMAT（医療）
• TEC-FORCE
• DWAT
• JMAT
• DHEAT
• 災害ボランティア
• 震災・学校支援チーム
（EARTH）



令和6年能登半島地震(2024年）

（出所）気象庁「令和6年能登半
島地震の評価」より
https://www.static.jishin.go.jp/resou
rce/monthly/2024/20240101_noto_1.
pdf

地震による被害
• 2024年1月1日16時10分
• 震源：石川県能登地方
• マグニチュード7.6

震度７志賀町 輪島市
震度６強七尾市、
珠洲市、穴水町

• 死者515名（うち災害関連
死287名）

• 住宅被害81,242棟
  (2024年5月21日時点）



被災者支援をめぐる課題
• 市民のほぼ全てが被災
（例）珠洲市：人口12,929人

避難所数75 避難者数7,000人＋車中泊/在宅（1月4日）

＊行政職員もほぼ全てが被災・避難生活

• 劣悪な避難生活
• 避難所混雑
• 断水＜水道復旧の目処がたたない＜仮設トイレ来ない
• 食事：届かない。地域が持ち寄り。まだ弁当はない
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高齢化社会での災害対応

石川県
老年人口30.3％

珠洲市52％
輪島市46.9％
穴水町50％
能登町51.1％
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広域避難

１次避難 2次避難１.5次避難
（要配慮者） 集団避難

（地区単位）

個別避難
（ホテル・旅
館）

指定避難所

⾃主開設避難所
避難所外避難

被災外被災地



2023年5月能登半島地震
5月5日  地震発生
5月6日 生活サポート部会立ち上げ
5月8日  罹災証明受付開始 個別訪問開始
5月11日 災害ボランティアセンター開所

避難所（正院小学校）

珠洲市在宅訪問者1222世帯
75歳以上
・要フォロー66件
・リスト外の訪問件数31件



災害時には
備えているもの/ことでしか
対応できない



トイレ対策は必須です
仮設トイレが届くのに数日かかります
凝固剤＋ゴミ袋＋ゴミ箱
＊凝固剤は十分な数を準備しましょう



必要な衛生用品は性別/世代別で違う

• 乳児 紙おむつ
• 女性生理用品（昼用＋夜用）30個
• 男性・女性 尿もれ用パッド
• 男性・女性 紙パンツ、おむつ
＊ウェットティッシュ・お尻ふきはほとん
ど備蓄されていない
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官民連携による被災者支援

（出所）内閣府
http://www.bousai.go.jp/kaigirep/kentokai/eco_system_curriculum/index.html

被災者支援・防災人材育成エコシステム



南海トラフ地震が起きると・・



南海トラフ地震（三原市）

• 震度６強
• 建物全壊 21,059棟（全壊5,242棟、半壊
15,799棟、火災18棟）

• 死者数 1,044人（津波被害876人）
• 負傷者 2,588人（建物倒壊 2,284人、火
災 1人、津波 273人）





地震が「いつ起きる」のかではなく
起きた時に「備えている」のかが大切

備えの確認のための情報
南海トラフ地震臨時情報



南海トラフ地震臨時情報

南海トラフ地震臨時情報「調査中」

南海トラフ地震臨時情報

（巨大地震警戒）
南海トラフ地震
臨時情報
調査終了

津波避難を急ぐところ

事前避難の準備
事前の備えの確認

南海トラフ地震の想定震源域で
M6.8以上の地震・異常な現象が発生

南海トラフ地震臨時情報

（巨大地震注意）

情報が出された時に
どのように対応する
か
考えておく



南海トラフ地震想定震源域

中央防災会議防災対策実効会議南海トラフ沿いの異常な現象への防災対応検討ワーキンググループ

「南海トラフ沿いの異常な現象への防災対策のあり方について（報告）」2018年より



南海トラフ地震「異常な現象」

中央防災会議防災対策実効会議南海トラフ沿いの異常な現象への防災対応検討ワーキンググループ

「南海トラフ沿いの異常な現象への防災対策のあり方について（報告）」2018年より



広島県
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploaded/attach
ment/588189.pdf



「もしも」に備えることは

難しい？？



長期浸水被害の想定エリア内の人に住んでいる人への質問。
救助が来るまでの対策として、食料や水の準備をされていますか？
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平成２８年度高知市防災意識調査調査結果報告書より



必要物資の備蓄をしていない理由を
教えてください
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• これから準備をす
る予定

• そのうちするつも
り

• 準備をしなければ
とは思っている。

• しようと思ってい
るが後回しになっ
ている。

• 持っていける体力
がない。

• 子供がやってくれ
るはず。平成２８年度高知市防災意識調査調査結果報告書より



大規模災害時に備えて、避難場所の確認や食材
の備蓄など行なっていますか？（福島県）

はい
12%

どちかといえば
「はい」

28%

どちらともいえない・該当しない
15%

どちらかといえば
「いいえ」

23%

いいえ
16%

無回答
6%

福島県 令和４年度
県政調査より

「もしも」に
備えていない
39％

「もしも」に
備えている
40％



「いつも」を「もしも」につなげる

フェーズフリー



ローリングストック
普段から多めに食材・保存食を買うようにする

「いつも」→「もしも」

使う買い⾜す



学校のフェーズフリー



こども食堂防災拠点化
（うわじまグランマ）

こども⾷堂

地域の⾷の拠点

南海トラフ地震
⾷のネットワーク

⻄⽇本豪⾬災害



2021年熱海豪雨災害

介護タクシー＞要援護者の避難支援
• 熱海市伊豆山で介護タクシー・訪問介護事業を
営む「伊豆おはな」の河合さん夫婦

• 市の防災メールで異変に気づく
• 消防団とともに、自力で逃げられない高齢者宅
を周り６人を高台に誘導

• 市内のクリニックから経口補水液を避難所に運
ぶ

• 高齢者を避難所＞ホテル（二次避難への移動支
援）

中日新聞 2021年8月11日
「助けたい一心、熱海を駆ける介護タクシー営む夫婦が支援」



高齢者・障害者を
サポートできる人を増やす


